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研究成果の概要： 世界 18 都市の外務省在外公館の邦人保護担当領事および医務官を対象とし
て、海外渡航中に在外公館で保護された邦人精神科救急事例に関する半構造化面接を施行し、
国境を跨ぐことによる精神医療サービスの分断の実態を明らかにした。対象事例のうち、半数
が日本で治療歴があり、日本の医療機関からの紹介状を持っていた事例は皆無であった。対象
の半数が現地で入院治療となり、帰国し治療継続となったのは入院者が 8.8%、通院者が 13.7%
にすぎず、26.4%の転帰は不明であった。複数の治療分断の要因を検討した結果、国内外の治療
者間の医療情報共有および帰国事例の空港での受け入れ体制整備が特に重要な課題であると考
えられた。 
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１．研究開始当初の背景 

われわれは先行調査により、精神障害のた
め外務省在外公館に保護される邦人の大半
が精神科救急事例であり、現地での入院治療
や帰国搬送が、非専門家により多大な困難の
もとに行われていることを明らかにした。彼
らが救急事例化する要因は、第一に専門家に
よる精神医学的介入の遅延であり、第二に国
境を跨ぐことによる医療サービスの分断と
考えた。海外渡航邦人に速やかな危機介入と
治療導入とを行い、なおかつその後の国内外
における治療プランを策定するためには、医
療サービスの分断を引き起こす受療経路に
関する実態把握と、現地精神保健資源に関す
る情報収集が不可欠であり、そのためには国
内外の精神保健専門家間の連携が求められ

ていた。 
 

２．研究の目的 
世界各地における邦人精神科救急事例の

発生状況および発生要因と、各事例の国内外
にわたる受療経路および転帰について縦断
的に明らかにすることを目的とした。 
 

３．研究の方法 
(1)邦人精神科救急事例に関する半構造化面
接 
 外務省在外公館邦人保護担当領事および

医務官を対象に、邦人精神科救急事例の受療

行動に関する半構造化面接を行った。訪問都

市は以下の通り。 

研究種目：基盤研究（Ｂ） 

研究期間：2006～2008 

課題番号：18406034 

研究課題名（和文） 海外在留邦人精神科救急事例の受療経路と転帰に関する広域実態調査

研究課題名（英文） A field survey for the traceable mental health support of  

                    overseas Japanese psychiatric emergency cases.  

研究代表者 

鈴木 満（SUZUKI MITSURU） 

岩手医科大学・医学部・准教授 

 研究者番号：10196876 



 

アジア地域：バンコク、シンガポール、ジャ

カルタ、マニラ、北京、上海 

欧州地域：ロンドン、パリ、デュッセルドル

フ、フランクフルト、ミュンヘン、ブリュッ

セル、ローマ 

北米地域：バンクーバー、ニューヨーク、サ

ンフランシスコ、ワシントン DC 

南米地域：サンパウロ 

 
(2)海外在住邦人精神保健専門家との連携会
議の開催 
 現地邦人コミュニティにおける精神保健

ネットワーク構築を支援し、地域ごとの広域

連携会議を実施することにより、継続的な精

神科救急医療資源情報の共有化と国内外医

療機関の連携強化を図った。 

 
(3)成田地区精神医療機関に対する聞き取り
調査 
 成田赤十字病院、千葉県精神医療センター、

成田国際空港クリニック、国立国際医療セン

ター、外務省海外邦人安全課の担当者と邦人

精神科救急事例の国内受け入れの状況およ

び課題について情報交換を行った。 

（4）大規模緊急事態や新型インフルエンザ

発生時における在留邦人コミュニティ内の

メンタルヘルスに関する聞き取り調査 

 同時多発テロが発生し今なおトラウマ関

連障害を認めるニューヨーク、ワシントン DC

ならびに新型インフルエンザ発生について

不安が強い北京、ジャカルタ、バンコク在留

邦人社会における生活、治安上の不安などに

ついて聞き取り調査を行った。 

 
４．研究成果 
 平成 18年度：フランクフルト、ミュンヘン、
デュッセルドルフ、ローマ、パリ、ブリュッ
セル、ロンドン、バンクーバー、シンガポー
ル、ニューヨーク、マニラ、北京の 11 都市
を訪問し、上記半構造化面接を行うとともに、
現地精神科医療機関や緊急医療搬送会社を
訪問し、邦人精神科救急事例の受け入れ状況
などについて聞き取り調査を行った。合計 74
事例に関する半構造化面接結果を解析した
ところ、その約半数が日本で精神科受診歴を
持っているにもかかわらず紹介状を持参し
ていた事例が 1例もないなど、渡航による治
療分断の実態が明らかとなった。また、聞き
取り調査を通して深めたロンドン、パリ、シ
ンガポール、ニューヨーク在住の邦人精神保
健専門家達との職際的連携を継続すべく、新
たな情報ネットワーク作りに着手した。 
 平成 19 年度：上海、北京、パリ、ロンドン、
シンガポール、バンコク、ジャカルタの７都

市を訪問し、上記半構造化面接を継続した。
これに加えて、在留邦人コミュニティにおけ
る邦人精神保健専門家ネットワーク構築を
継続支援した。前年度に在ニューヨーク日本
総領事館で開催した現地在住邦人精神保健
専門家連携会議に続き、在タイ日本大使館お
よび在フランス日本大使館において同会議
を開催し、邦人精神科救急事例に対する国内
外の診療連携について協議した。これらの会
議を通して、海外での大規模緊急事態に巻き
込まれた邦人および援護者のトラウマ関連
障害の実態についても調査を進め、新型イン
フルエンザ発生による邦人コミュニティや
海外駐在員の職域への心理的影響について
情報収集した。 
 第 15 回日本精神科救急学会ではワークシ
ョップ「海外邦人の精神科救急 -自殺から緊
急帰国事例まで-」を企画した。研究代表者
が主宰した第 13 回多文化間精神医学ワーク
ショップでは、主会場の盛岡と副会場のシン
ガポールとをテレビ電話で結び、2 都市間の
討論を行った。このワークショップのねらい
の 1つは、海外邦人コミュニティ支援を通し
た精神科救急事例化の予防であり、シンガポ
ール在住邦人精神保健専門家によるネット
ワーク作りを継続的に支援した。 
 平成 20 年度：ニューヨーク、バンコク、
シンガポール、サンパウロ、ロンドン、サン
フランシスコの６都市を訪問した。上記半構
造化面接を継続し、合計 102 事例を対象に海
外渡航による精神医療の分断現象とその要
因について再検証した(図１)。なお、わが国
を含むアジア地域における精神科医療シス
テムおよび薬物療法の地域別特性に関する
継続的な調査結果より、邦人精神科救急事例
への国際医療連携の課題について検討した。 
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図１： 102 事例のうち、半数が日本で治療
歴があり、日本の医療機関からの紹介状を持
っていた事例は皆無であった。50％が現地で
入院治療となり、帰国し入院治療となったの
は 8.8%、通院治療となったのは 13.7%であっ
た。26.4%の転帰は不明であった。国内外に
おいて治療分断を引き起こす複数の要因が
抽出されたが、特に国内主治医からの情報提
供と国内国際空港での帰国事例受け入れ体

 



５．主な発表論文等 制の不備が重要であると考えられた。 
(研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線) 

  
 また、ニューヨークにおいて米国東部地域
3 都市(ニューヨーク、ワシントン DC、フィ
ラデルフィア)間の邦人精神医療広域連携会
議を、バンコクにおいて東南アジア地域 3都
市(バンコク、ジャカルタ、シンガポール)間
の連携会議を企画し、それぞれの地域におけ
る現状と課題について情報交換を行い、邦人
精神科救急事例対策について協議した。一方、
成田国際空港における精神医療分断対策を
検討すべく、邦人精神科救急搬送事例への医
療介入阻害要因について、成田赤十字病院、
千葉県精神医療センター、成田空港クリニッ
ク、国立国際医療センター、外務省海外邦人
安全課の担当者より聞き取り調査を行った
（調査費用の一部は日本精神科救急学会国
際交流委員会より助成された）。 
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